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去
る
6
月
15
日
付
け
と
8
月
23

日
付
け
の
2
回
に
わ
た
り
、
和
水

町
岩
1
6
5
0
番
地
の
富
田
幸
広

氏
よ
り
、
和
水
町
議
会
議
長
宛
に

政
治
倫
理
に
関
す
る
調
査
請
求
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
政
治

倫
理
調
査
委
員
会
（
調
査
委
員
6

名
）
で
は
、
7
月
27
日
と
9
月
26

日
の
両
日
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
慎

重
に
調
査
・
審
議
し
ま
し
た
結
果
、

次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
第
十
二

条
第
二
項
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
紙

面
で
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

記

○
6
月
15
日
付
け
調
査
請
求
内
容

一
、
議
会
運
営
質
疑
応
答
集
…
第

二
款
『
兼
職
・
兼
業
禁
止
の

中
に
、
議
員
の
兼
業
禁
止
に

つ
い
て
解
説
し
て
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
る
と
『
農
協
理
事

は
、
地
方
自
治
法
九
十
二
条

の
二
に
抵
触
す
る
と
解
釈
し

て
さ
し
つ
か
え
な
い
。』
と

述
べ
て
あ
る
が
、
貴
委
員
会

に
お
い
て
調
査
さ
れ
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　

抵
触
し
な
い
（
根
拠
…
農
協
法

の
規
定
に
よ
り
、
常
勤
で
は
な
く
、

非
常
勤
で
あ
る
た
め
）

○
8
月
23
日
付
け
調
査
請
求
内
容

一
、
疑
義
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

の
氏
名

　
　

杉
村
幸
敏
議
員
と
庄
山
忠
史

議
員

二
、
条
例
第　

項
に
該
当
の
疑
い

　
　

条
例
第
二
条
と
第
三
条
（
省

略
）

三
、
疑
義
の
内
容

　
　

和
水
町
議
会
議
員
と
玉
名
農

業
協
同
組
合
理
事
と
の
兼
業

に
該
当
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　

抵
触
し
な
い
。（
全
国
町
村
議

長
会
事
務
局
に
調
査
確
認
済
み
）

※
追
記

　

県
下
の
農
業
協
同
組
合
の
中
に

は
、
平
成
15
年
4
月
1
日
よ
り
施

行
さ
れ
た
農
協
法
の
改
正
に
よ
り
、

兼
業
禁
止
を
打
ち
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
委
員
会
で
は
、

今
後
の
動
向
を
見
な
が
ら
和
水
町

と
し
て
も
そ
の
方
向
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
た
。

病
床
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
の
連
携

を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
病

院
内
で
検
診
に
も
取
り
組
み
、
巡
回
バ
ス

も
廻
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
の
一
日

平
均
入
院
患
者
数
は
51
・
9
人
、
一
日
平

均
外
来
者
数
は
、
1
2
6
・
4
人
で
す
。

病
床
利
用
率
は
92
・
6
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
和
水
町
立
病
院
の
病
床

利
用
率
は
、
全
体
で
70
・
0
％
、
一
般
病

床
は
、
59
・
3
％
、
療
養
病
床
84
・
3
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ち
ぐ
さ
は
昭
和
48
年
に
定
員
50
人
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
後
増
築
な
ど
を
行
い
現
在

の
定
員
は
80
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設

で
は
通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
事

業
、
受
託
事
業
と
し
て
配
食
サ
ー
ビ
ス
は

年
間
3
5
9
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
利
用

者
に
喜
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
職
員
教
育
を

厳
し
く
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

研
修
で
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見
交
換

を
行
い
、
人
工
透
析
を
取
り
入
れ
る
に
は

患
者
数
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
経
営
は
難

し
い
こ
と
、
厳
し
い
経
営
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
元
の
人
が
病
院
に
愛
着
を

持
っ
て
自
分
た
ち
の
病
院
だ
と
認
識
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
町
民

や
患
者
か
ら
病
院
に
対
す
る
意
見
や
苦
情

を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
医
師
や
看
護

士
、
職
員
に
話
を
し
て
改
善
を
求
め
解
決

を
図
っ
て
い
る
。
職
員
同
士
が
信
頼
し
あ

い
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
ら
な
い
と
自
治

体
病
院
は
こ
れ
か
ら
先
は
や
っ
て
い
け
な

い
、
と
い
っ
た
率
直
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
和
水
町
で
足
り
な
い
面
や
改
善
す

べ
き
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

2
町
が
合
併
し
て
ま
だ
町
立
病
院
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
状
況
を
把
握
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
研
修
を
今

後
の
議
会
活
動
に
大
い
に
活
か
し
、
町
立

病
院
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営
安

定
を
め
ざ
し
、
患
者
や
入
所
者
か
ら
喜
ば

れ
、
職
員
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
作

り
な
ど
建
設
的
提
案
が
必
要
で
あ
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
議
員
全
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
7
月
27

日
の
委
員
会
で
、
①
調
査
研
究
班
、

②
建
設
場
所
・
跡
地
利
用
班
の
2

班
で
進
め
て
い
く
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
9
月
21
日
の
委
員
会
で

は
、
7
月
と
8
月
に
実
施
さ
れ
た

菊
水
地
区
学
校
統
合
問
題
検
討
委

員
会
と
、
三
加
和
地
区
教
育
懇
話

会
の
報
告
を
受
け
た
後
、
学
校
の

現
状
、
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
三
加
和
地

区
で
は
、
神
尾
小
が
校
舎
建
設
か

ら
26
年
経
過
、
緑
小
が
24
年
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
春
富
小
と
三
加

和
中
、
そ
し
て
4
つ
の
学
校
の
体

育
館
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
菊
水
地
区

で
は
、
菊
水
中
が
建
設
か
ら
30
年

経
過
、
東
小
が
27
年
、
中
央
小
が

26
年
、
南
小
が
24
年
の
経
過
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
プ
ー
ル
は
菊
水

中
が
42
年
、
中
央
小
が
36
年
経
過

し
て
い
て
、
補
修
し
な
が
ら
使
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
児
童
数
の
推

移
は
、
菊
水
地
区
で
は
、
平
成
18

年
度
の
3
3
8
人
が
、
平
成
24
年

度
に
は
2
5
1
人
に
、
三
加
和
地
区

で
は
平
成
18
年
度
2
7
0
人
が
、

平
成
24
年
度
に
は
1
7
2
人
に
な

る
と
予
想
さ
れ
、
又
、
中
学
校
生

徒
数
は
、
菊
水
地
区
で
は
、
平
成

18
年
度
1
9
5
人
が
、
平
成
30
年

度
に
は
1
2
5
人
に
、
三
加
和
地
区

で
は
、
平
成
18
年
度
1
8
6
人
が

平
成
30
年
度
に
は
76
人
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
10
年

後
、
20
年
後
の
和
水
町
の
学
校
を

想
定
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
10
月
に
2
個
所
の
研
修

（
県
外
1
・
県
内
1
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
8
月
に
実
施
さ
れ
た

八
代
市
坂
本
町
の
小
学
校
統
廃
合

研
修
（
総
務
常
任
委
員
会
）
も
参

考
に
し
な
が
ら
会
議
を
開
き
、
議

会
と
し
て
の
方
向
性
を
示
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
小
中
一
貫
教
育
調
査
特
別
委
員
会
」
開
催

 

調
査
特
別
委
員
長　

森　

惠
子

和
水
町
政
治
倫
理
調
査
会
の

 

結
果
報
告
に
つ
い
て

 
政
治
倫
理
調
査
会
委
員
長　

小
山　

暁
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熊
本
県
は
平
成
15
年
3
月
、
熊

本
県
産
業
廃
棄
物
公
共
関
与
基
本

計
画
を
策
定
、
平
成
15
年
7
月
、

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
候
補

地
検
討
会
（
委
員
・
学
識
経
験
者
、

関
係
業
界
代
表
15
名
）
を
設
置
し

て
延
6
回
検
討
会
を
開
催
、
県
下

で
8
箇
所
の
候
補
地
（
玉
名
管
内

で
は
南
関
町
下
坂
下
・
三
加
和
町

大
田
黒
・
菊
水
町
前
原
）
を
選
定
、

平
成
16
年
2
月
検
討
会
か
ら
県
知

事
に
対
し
て
建
設
候
補
地
に
関
す

る
提
言
書
が
提
出
さ
れ
、
県
で
は

平
成
16
年
3
月
建
設
候
補
地
8
箇

所
を
決
定
し
、
関
係
市
町
に
対
し

て
説
明
会
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

県
下
で
ま
ず
第
一
番
目
に
建
設

に
取
り
組
む
箇
所
と
し
て
「
南
関

町
の
候
補
地
」
を
選
定
し
て
地
元

説
明
会
が
行
わ
れ
て
ま
す
。

　

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
場
所
は
南
関
町
下
坂
下
米

田
地
区
、
規
模
、
88
万
㎡
の
廃
棄

物
を
埋
立
処
分
す
る
。

　

施
設
の
運
営
は
県
・
市
町
・
民

間
団
体
等
の
出
資
に
よ
る
財
団
法

人
に
よ
り
運
営
と
す
る
。
又
最
新

の
技
術
を
導
入
し
周
辺
環
境
保
全

対
策
に
万
全
を
期
す
と
の
説
明
で

あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
県

で
は
9
月
定
例
県
議
会
に
処
理
場

建
設
に
関
す
る
調
査
費
、
2
千
5

百
60
万
円
の
補
正
予
算
を
計
上
し

11
月
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
を

実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
南
関
町
米
田
地
区
と

和
水
町
内
田
地
区
は
、
地
理
的
、

社
会
的
に
も
関
係
が
深
い
隣
接
区

で
あ
り
建
設
予
定
地
が
南
関
町
と

は
い
え
、
距
離
に
し
て
7
0
0

メ
ー
ト
ル
程
度
の
位
置
に
建
設
さ

れ
る
た
め
、
和
水
町
内
田
地
区
内

に
建
設
さ
れ
る
も
同
然
で
あ
り
ま

す
。

　

内
田
地
区
は
、
生
活
用
水
を
地

下
水
に
依
存
、
又
内
田
、
長
小
田

区
は
農
業
用
水
を
内
田
川
よ
り
取

水
25 

ha
の
水
田
に
潅
漑
用
水
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
施
設
へ
の
搬
入
路
は

県
道
大
牟
田
―
植
木
線
等
、
本

町
内
の
道
路
ア
ク
セ
ス
を
利
用
し

て
搬
入
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
内
藤
橋
か
ら
内
田
区
集
落
内

の
道
路
は
副
員
も
狭
く
、
歩
道
は

全
く
未
整
備
の
状
況
下
、
処
分
場

建
設
に
よ
り
、
大
型
車
輌
の
増
大

に
よ
り
危
険
性
が
一
段
と
増
加
す

る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
内
田
・

長
小
田
区
長
よ
り
反
対
の
陳
情
書

が
町
長
及
び
議
会
宛
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
厚
生
常
任

委
員
会
に
付
託
協
議
の
う
え
本
会

議
に
お
い
て
満
場
一
致
に
よ
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
厚
生
常
任
委
員
会
を
中
心

に
県
知
事
等
関
係
者
へ
の
陳
情
を

積
極
的
に
実
施
す
る
よ
う
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

関
係
地
区
住
民
の
皆
様
の
不
安

解
消
に
向
け
て
、
議
会
と
し
て
も

取
り
組
ん
で
い
く
事
を
確
認
し
て

お
り
、
ま
ず
は
早
期
に
関
係
地
区

へ
の
説
明
会
の
開
催
を
県
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

県
立
高
校
の
統
廃
合
や
通
学
区

域
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
県
教
育
委
員
会
の
高
校
再
編
整

備
基
本
計
画
素
案
の
概
要
が
こ
の

ほ
ど
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
計
画
に

よ
れ
ば
、
全
日
制
高
校
の
二
分

の
一
に
当
た
る
21
校
を
対
象
に
、

2
0
0
7
年
度
か
ら
段
階
的
に
統

廃
合
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
通
学
区
域
の
拡
大

や
地
域
拠
点
校
へ
の
中
高
一
貫
教

育
の
導
入
等
を
も
盛
り
込
ん
だ
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
波
紋
が
広
が
り
、
隣
接
の
南
関

高
校
も
統
廃
合
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
再
編
整
備
基
本
計
画

の
素
案
に
よ
れ
ば
、
平
成
22
年
か

ら
27
年
度
ま
で
に
荒
尾
高
校
と
統

合
さ
せ
、
校
地
は
、
荒
尾
高
校
を

基
本
と
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る

た
め
に
、
地
元
南
関
町
で
は
南
関

高
校
同
窓
会
と
同
校
育
友
会
の
呼

び
掛
け
に
よ
り
『
南
関
高
校
の
存

続
を
求
め
る
連
絡
協
議
会
』（
会

長
・
上
田
数
吉
南
関
町
長
）
が
結

成
さ
れ
、
町
を
挙
げ
て
存
続
を
求

め
る
運
動
が
展
開
中
で
あ
り
ま

す
。
和
水
町
議
会
で
も
、
南
関
高

校
並
び
に
同
校
同
窓
会
連
盟
に
よ

る
『
県
立
南
関
高
等
学
校
再
編
整

備
基
本
計
画
の
素
案
に
対
し
南
関

高
等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
請
願

書
』
が
上
が
っ
て
き
た
の
で
、
９

月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
全
会
一

致
で
採
択
と
な
っ
た
。
こ
の
県
立

高
校
再
編
問
題
に
つ
い
て
は
、
先

の
県
議
会
文
教
治
安
常
任
委
員
会

で
も
『
高
校
の
存
続
』
な
ど
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
請
願
四
件
を

今
後
も
慎
重
な
審
議
が
必
要
と
い

う
理
由
で
、
い
ず
れ
も
継
続
扱
い

と
な
っ
て
い
る
。
請
願
の
主
な
内

容
は
『
地
域
の
実
情
を
無
視
し
た

計
画
は
町
づ
く
り
に
も
多
大
な
影

響
を
お
よ
ぼ
し
、
町
の
疲
弊
を
招

く
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
産
業
の

衰
退
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
、

今
後
時
間
を
か
け
て
県
民
に
周
知

を
』
と
言
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
県
教
育

委
員
会
は
『
再
編
整
備
後
の
学
校

の
イ
メ
ー
ジ
が
分
か
る
計
画
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
今
後
も

幅
広
い
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
』
と
答
え
て
お
り
、

今
後
の
基
本
計
画
の
策
定
時
期
に

つ
い
て
も
、
当
初
11
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
の
が
、
年
明
け
以
降
に

ず
れ
込
む
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

　

今
後
ど
う
な
る
の
か
『
慎
重
な

審
議
』
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
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業
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最
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分
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公
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関
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）

 

建
設
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問
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状
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ど
う
な
る
！
県
立
高
校
の
再
編
問
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小
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